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大
規
模
地
震
を
想
定
し
、
本
番
さ
な
が
ら

　

沖
縄
県
総
合
防
災
訓
練
（
主
催
：
沖
縄
県
・
宮
古
島
市
・
多
良
間

村
）
が
９
月
１
日
（
日
）
に
平
良
港
ト
ゥ
リ
バ
ー
地
区
を
メ
イ
ン
会

場
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
震
度
６
弱
の
地
震
が
宮
古
島
で
観
測

さ
れ
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
と
想
定
。
沖
縄
県
職
員
や
宮
古
島

警
察
署
、
市
消
防
本
部
、
自
衛
隊
、
宮
古
病
院
な
ど
１
０
０
以
上
の

機
関
か
ら
総
勢
約
２
０
０
０
人
が
参
加
し
、
本
番
を
想
定
し
た
実
践

的
な
訓
練
に
な
り
ま
し
た
。

自
助
・
共
助
・

 

公
助
に
よ
る
防
災

　

被
害
想
定
は
、
２
０
１
９
年

９
月
１
日
午
前
10
時
頃
、
八
重

山
諸
島
南
方
沖
１
５
０
キ
ロ
付

近
の
深
さ
２
キ
ロ
を
震
源
と
す

る
地
震
規
模
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

９
・
０
の
地
震
が
発
生
。
宮
古

島
で
最
大
深
度
６
弱
の
揺
れ
が

観
測
さ
れ
、
宮
古
島
南
西
海
岸

や
周
辺
離
島
に
３
〜
６
メ
ー
ト

ル
の
大
津
波
が
到
達
し
た
と
い

う
も
の
で
す
。
訓
練
は
地
震
発

生
直
後
の
午
前
10
時
頃
か
ら
開

始
さ
れ
、
午
後
３
時
過
ぎ
ま
で

続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

実
際
に
訓
練
を
す
る
こ
と
で

見
え
た
課
題
が
数
多
く
あ
り
、

改
め
て
自
助
・
共
助
・
公
助
に

よ
る
地
域
ぐ
る
み
で
の
対
策
の

重
要
性
が
浮
き
彫
り
に
。

企
業
に
よ
る

協
力
体
制
も
確
認

　

今
回
の
訓
練
で
際
立
っ
て
い

た
の
が
、
企
業
に
よ
る
災
害
時

応
援
体
制
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
に

よ
る
非
常
用
電
源
車
の
提
供
、

イ
オ
ン
琉
球
の
バ
ル
ー
ン
シ
ェ

ル
タ
ー
設
置
、
株
式
会
社
ブ
リ

リ
ア
ン
ト
の
ソ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス

（
エ
ア
コ
ン
・
携
帯
電
話
の
充

電
可
能
）
な
ど
、
人
命
を
守
る

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

①倒壊した家屋から救助する訓練。隙間に入れたクッ
ション材に空気を注入して倒壊した家屋を持ち上げる。
②けが人を医療班が待機するテントに運ぶ訓練。運ばれ
た先で、治療の優先度ごとに振り分けられる。③津波で
流された自動車からの救助。本物の車を使用し、本番と
同じ状況下で訓練。④土砂崩れで埋もれてしまった人を
救助する訓練。猛暑の中、自衛隊や消防団、警察等が交
代しながら汗だくで救助活動を行った。

１

２

３

４

（有）千代田開発に表彰状を授与

　　　　　　
　9 月 10 日（火）、防災支援で迅速な対応をした
として、宮古島市から（有）千代田開発へ表彰状
が授与されました。同社は、台風 9 号接近時に店
舗のトタン屋根が風にあおられ飛びそうになって
いるところを、重機を使って屋根が飛ぶのを抑え、
２次災害の発生を予防。店舗の裏手には病院もあ
り、同社の働きがなければ大変な事態になる恐れ
がありました。【表彰状を受け取った千代田開発
の嵩里部長（右）と平良さん（左）】

" 災害に強い島を目指して "


